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変
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ま
ち
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る
京
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素
材
型
産
業
空
間
か
ら
多
機
能
な
都
市
空
間
へ

今
、
京
浜
臨
海
部
は
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る

　
昭
和
3
0
年
代
か
ら
4
0
年
代
前
半
の
京
浜
臨
海
部
工
業

地
帯
は
、
わ
が
国
重
化
学
工
業
の
拠
点
と
し
て
、
目
本

の
高
度
経
済
成
長
を
支
え
て
き
た
。
そ
の
頃
は
同
時
に
、

人
や
モ
ノ
が
集
積
す
る
京
浜
臨
海
部
が
、
港
と
な
ら
ん

で
横
浜
を
支
え
て
い
た
時
期
で
も
あ
る
。

　
し
か
し
、
4
0
年
代
後
半
に
は
い
り
、
公
大
間
題
の
深

刻
化
、
工
業
等
制
限
法
（
※
①
）
な
ど
に
よ
る
工
業
立
地
規

制
の
強
化
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
産
業
構
造
の
転
換
な

ど
の
時
代
の
流
れ
の
な
か
で
、
京
浜
臨
海
部
上
業
地
帯

も
大
き
な
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
4
5
年
と
6
0
年
を
比
較
し
て
み
る
と
、
事
業
所
数
で
は

全
市
3
0
％
増
に
た
い
し
、
京
浜
臨
海
部
土
業
地
帯
1
9
％

減
。
ま
た
、
従
業
員
数
で
み
る
と
、
全
市
1
7
％
減
に
た

い
し
、
京
浜
臨
海
邨
上
業
地
帯
4
0
％
減
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
人
口
の
面
か
ら
み
て
も
、
鶴
見
区
と
神
余
川
区

を
あ
わ
せ
て
、
4
5
年
に
は
全
市
の
2
1
％
を
し
め
て
い
た

が
、
6
0
年
に
は
1
5
％
に
お
ち
て
お
り
、
こ
の
地
域
の
変

化
が
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
が
分
か
る
。

　
し
か
し
、
衰
退
傾
向
に
あ
っ
た
京
浜
臨
海
部
。
上
業
地

帯
も
よ
う
や
く
再
生
に
む
か
い
つ
つ
あ
る
。
”
重
厚
長

大
”
型
産
業
か
ら
”
軽
薄
短
小
”
型
産
業
へ
、
素
材
型

産
業
か
ら
高
加
工
型
産
業
へ
と
い
う
流
れ
を
と
り
い
れ
、

か
つ
て
の
大
工
場
が
、
ハ
イ
テ
ク
工
場
や
研
究
施
設
な

ど
へ
生
ま
れ
変
わ
る
計
画
が
進
み
つ
つ
あ
る
。

　
ま
た
、
東
京
圈
へ
の
人
目
の
再
集
中
の
な
か
で
、
住

宅
地
、
工
場
跡
地
の
再
開
発
に
よ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
立
地

が
進
み
、
ず
っ
と
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
鶴
見
区
の
人
目

は
5
7
年
よ
り
増
加
に
転
じ
、
再
び
2
5
万
人
台
に
せ
ま
り

つ
つ
あ
る
。

　
京
浜
臨
海
部
は
、
多
様
な
機
能
を
も
つ
横
浜
の
ひ
と

つ
の
拠
点
地
区
と
し
て
、
今
、
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

■京浜臨海部工業地帯の事業所数及び従業員数

※
ひ
と
く
ち
メ
モ
①
工
業
等
制
限
法

工
業
な
ど
の
地
方
分
散
を
は
か
る
た
め
に
昭
和
3
4
年
に

制
定
さ
れ
た
、
「
首
都
圏
の
既
成
市
街
地
に
お
け
る
工

業
等
の
制
限
に
関
す
る
法
律
」
の
略
。
横
浜
市
は
京
浜

臨
海
部
を
ふ
く
め
、
市
域
の
約
半
分
が
制
限
区
域
に
指

定
さ
れ
、
工
場
な
ど
の
新
設
お
よ
び
増
設
が
制
限
さ
れ

て
い
る
「
工
業
再
配
置
促
進
法
」
（
4
7
年
制
定
）
、

「
工
場
立
地
法
」
　
（
3
4
年
制
定
）
と
と
も
に
工
業
制
限

三
法
と
よ
ば
れ
今

多様な機能をもつ横浜のひとつの拠点地区､京浜コンビナート
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